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症非喫煙群、統合失調症喫煙群の 4 群を対象に MRI を用いて喫煙と統合失調症
の 2 つの要因がどのように脳灰白質に関わっているか検証することを目的とし
た。 
【方法】性別、年齢、利き手、病前予測 IQ をマッチさせた健常非喫煙群 20 名、
健常喫煙群 20 名、統合失調症非喫煙群 30 名、統合失調症喫煙群 30 名の 4 群を
被験者とした。喫煙群では 1 日何箱のタバコを何年吸い続けたかを問い、Pack 
years を求めた。また統合失調症群では症状の評価のため Positive and Negative 
Syndrome Scale（PANSS）を行った。脳画像解析は全群に対して 3 テスラ MRI
を用いて T1 強調画像を撮像し、全脳を対象に灰白質の体積をボクセルごとに比










Region of Interest (ROI) 法を用いて抽出し、Pack years と PANSS との相関を調べ
た。その結果、統合失調症喫煙群の左前頭前皮質体積は Pack years と PANSS 
Positive 及び Negative と負の相関を認めた。よって統合失調症喫煙群の左前頭前
皮質では、生涯喫煙量が多いほど体積減少が著しく、それに伴って諸症状の悪
化とも関係している可能性が見出された。 









統合失調症非喫煙群、統合失調症喫煙群の 4 群を対象に MRI を用いて喫煙と統合失
調症の 2 つの要因がどのように脳灰白質に関わっているか検証することを目的とし
た。喫煙群では Pack-yearsを求め、統合失調症群では Positive and Negative Syndrome 













  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 29年 12月 19日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
